
　当社は、昭和21年、初代・菅原庚橘が復員し

て生活の糧を得るために始めたのが個人経営で、

菅原石材として創業された石材採掘、販売業で

ありました。

　当時の商品は、墓石と間
けんちいし

知石（石垣や土留めに

用いる四角錐台状の石材）でした。何をするにも人

手の作業で大変な重労働であったようでありま

す。石材の運搬は馬車が主力で商売のエリアも

限られており、遠距離運搬は鉄道が使われ、脇

本駅の構内には石のストックヤードが有り、そ

こが私たち子供の遊び場でもありました。石材

の販路を大きく拡大させたのがトラックの導入

で、県内はもとより、山形県や青森県まで出荷

が可能となり、昭和30年には寒風石材協同組合、

昭和32年には事業の拡大に伴い寒風石材株式会

社が設立され、又、ブルドーザーやタイヤロー

ダー、クローラードリル等々機械化が進み、安

全で計画的な作業が確保され、現在の基を築い

てくれました。

　昭和34年には土木部を新設し、秋田県知事登

録、現在は平成21年から大臣登録となっており

ます。一方、社内では石工事部と言っておりま

すが、県外への製品販売や石工事の受注が活発

になり、昭和59年には「男鹿石」を使った仕様

が採用され、山谷堀公園の仕事を受注すること

が出来、東京進出を果たすことになります。東

京でも、自社の提案で受注しましたが、自社の

男鹿石の丁場（作業場所）を持ち製品を提供し、

施工まで出来る業者はほとんどいないというこ

とが分かりました。

　以後、関東でそこそこの受注が続き、平成８年

には首相官邸の外構工事、平成14年には首相

官邸２期工事、平成18年には皇居中之門工事等

知名度の高い工事を施工することが出来るよう

になりました。その為にも大臣登録は重要であ

り、アピールにもなっております。平成13年に

は社名を株式会社寒風に変更し、現在に至って

おります。

　発注者の意図する提案、喜んで頂ける仕事の仕

上がり、心が伴わなくてはいい仕事はできませ

ん。モノづくりは、まずヒトづくりからであり

ます。一つは、挨拶が出来ることです。おはよ

うございます、失礼します、行って来ます、た

だ今帰りました。二つは、掃除の励行でありま

す。自分の仕事場、作業場は自分達の手で掃除

する事です。当番を決め輪番制で対応します。

当然私も掃除機をかけますし、雑巾がけもしま

す。外部委託は一切しておりません。このこと

「モノづくりは、まずヒトづくりから」

菅　原　廣　悦
（株式会社寒風　代表取締役社長）
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により気づきが出てきますし、協調性が出てき

ます。挨拶が出来ること、掃除をきっちりする

こと、これが我が社のヒトづくりであります。

　平成８年に、「石のカンプー」秋田営業所を

開設し、墓石・仏壇・仏具の取り扱いも始めま

した。特にこの店舗は、人生経験を有する方々

との接触が多く、「お客様の視点にいかに対応

出来るか」であります。いくら良い提案をした

としても、お客様の要求するものでなければ成

約にはなりません。モノ売りではなくコト売り

をしなくてはいけない、これはマーケティング

の概念として語られるようになって久しい考え

方であります。

　過日、お客様から私宛のお手紙を頂きました。

内容は、「長年心の中で“どうしたもんだろう

か”と墓石のことで悩んでいた事があり、色々

相談に乗ってもらい、大変時間を取らせてしま

いました。心が晴れました。親身になってお付

き合い頂き大変ありがとうございました。」と

いうお手紙でした。内容がよく分からないので

どのようなものであったか確認したところ、別

段の事ではなく、対応した社員にとっては普段

の説明、相談という事でした。有りがたいこと

です。お客様に喜んで頂ける仕事をしているの

だな、と感じた出来事でした。　モノづくりは、

まずヒトづくりからであります。

　企業とは、人は何を望んでいるのか、人は何

を欲しているか、人は何に困っているのか、そ

のために人のお役に立てれば、という事だと思

います。それが結果として、利益として還って

くるという事ではないでしょうか。

　鶏口となるも牛後となるなかれ。私のモットー

であります。社員一人一人が経営者としての自

覚を持ち、社員とその家族の幸せを願い、これ

からも地域になくてはならない企業を創るため、

頑張って参ります。

会　社　概　要

１　会 社 名　株式会社寒風

２　代 表 者 名　代表取締役社長　菅原　廣悦

３　所 在 地 〒010-0342

 男鹿市脇本脇本字前野1-1

４　T E L 0185-25-2222

５　Ｆ Ａ Ｘ 0185-25-2223

６　Ｕ Ｒ Ｌ http://kanpu-oga.jp/

７　創 業　昭和21年11月

８　資 本 金　3,000万円

９　年 商　12億6,550万円（平成30年６月期）

10　従 業 員 数　58名（平成30年６月末）

11　事 業 内 容　景観用石材施工、

 石材の採石・加工・販売、

 土木工事、造園施工　など

12　組 織 体 制　【石工事部】【石材部】

 【石材加工場】【土木部】

 【秋田営業所（秋田ショールーム）】
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